早稲田の杜 通信      ２０２４年４月号
ゴールデンウイーク期間中の授業予定ですが、次のようにさせていただきます。
　
　４月２９日（月）～５月2日（木）この期間は休まず、平常授業を継続します。

５月３日（金）～５月6日（月）の４日間はお休みとさせていただきます。

今年度の高校入試ですが、都立高校一般入試では、男子２名、女子１名の計３名が受験し、それぞれが、第一志望校とした、国立高校、小金井北高校、保谷高校へと合格を果たしました。

　昨年度書いたことですが、合格者数に関し男女枠があっても、男子が定員より少なく、女子が定員をかなり上回っている学校が多くありました。
今年度から男女枠が廃止され、内申点が比較的高い女子にさらに有利になるのではとの不安があった上、上記の３校に関し１００名から１５０名ほどの不合格者が出るだろうと予想され、発表までの日々が長く感じられました。

他塾のチラシでは合格者数を誇っているのが目につきます。フランチャイズで駅の数よりも多いのではと思えるほど教室数が多く、教室ごとの塾生も多い塾は数を誇示できますが、当塾では無理です。ただ、受験者が３名だからこそできたと誇れることがあります。
それは５科目全てに可能な限り目を行き届かせることにより一人一人の弱点克服にしっかりと対応でき、第一志望の不合格者を出さなかったことです。１科目しか見ていない場合ですと判断材料はその科目だけになってしまい、残りに弱点科目があっても気がつきません。
生徒達にとって、弱点科目、弱点箇所はそれぞれに違うケースがほとんどです。数学一つを例に挙げても苦手とする分野に違いがあり、他の科目でも同様のことが言えます。

私には塾長としての責任があり、塾生一人一人の弱点を的確に把握しどのようにすればそれを克服させられるか全力で向き合わなければなりません。
生徒数が多くなれば目が行き届かなくなり、取り残されてしまう生徒も生まれます。
塾生が少ないというのは、ある意味でメリットがあり、きめ細かく対応ができます。
毎年のことですが、少ない人数ゆえ一人も落とせない、必ず全員を第一志望校に合格させるという心構えで取り組んでおります。ただ、一番重要なことですが、塾長の私一人が気負っても生徒がそれについてこなければ空回りしてしまいます。苦手科目には手を出さず、自分勝手な取り組みしかしない生徒がたまにおります。これでは弱点克服は困難です。
私立高校第一志望者を含め今年の受験生は苦手分野から逃げずにしっかりと向き合い、全力で取り組んでくれ指導に手ごたえを強く感じました。ただ、どの生徒も学力は十分あると判断できたのですが、控えめで自信不足がマイナスに作用しているような面が見られました。　
もう少し自信に裏付けられたがむしゃらさが欲しいと感じられ Have Confidence！と鼓舞し続けました。今、振り返ると、受験生それぞれに芯の強さ、頑張る底力があり、与えられた問題集、指示された通りの勉強に地道に取り組んでくれたことで、結果を残せたと思われます。
